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規則的な酸素欠損の構造を持つマグネリ相チタン酸化物 TinO2n-1(n=3～9)は、それぞれ特徴的な

金属-絶縁体転移(M-I 転移)を示し、その際に伝導率や反射率の大きな変化がある。中でも Ti3O5

は多形を有しており、例えばナノ粒子の相と相の間で可逆的に光誘起相転移するなどの興味深

い特性が報告されている[1]。バルク結晶で一般に得られる𝛾相は、冷却すると約 240 K で δ 相へ

M-I転移を示す。最近になって、100 nm程度の厚さで作製した𝛾相の薄膜結晶試料は、7.1 Kで超

伝導転移することが確認された[2]。基板上の薄膜の各格子定数は超伝導転移を示さないバルク結

晶に比べ異方的に数％小さくなっており、構造の歪みが発現の要因であることが示唆されている。 

今回我々は、この超伝導転移を示す結晶薄膜試料における M-I 転移過程を、表面の顕微画像を

通じて観測した。その結果、室温から 5 Kまでの冷却過程では金属相の明るい反射像から絶縁相

の暗い反射像まで連続的な変化を示したが、そこからの昇温過程では図 1 に示すように数㎛メー

トルの金属ドメインが生成し始め、それらが連結して金属相になることを確認した。このような

マクロなドメイン構造は VO2薄膜のM-I転移でも確認されており、電気伝導特性と金属相占有率

の関係がパーコレーションモデルにより解析さ

れている[3]。我々は更に、昇温途中で冷却する

とドメイン構造が保持され、5 Kに至っても残

留することを見出している。本講演では、M-I

転移過程におけるこのようなドメイン構造の発

展と伝導特性の対応を明らかにする目的のもと、

表面画像から金属ドメインの特性を定量化する

粒子解析と電気伝導度測定の結果をそれぞれ報

告し議論する。 
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図１：昇温過程で生じる金属相ドメイン構造 
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